
 

★９月２０日は創立記念日です！ 

五中６８年のあゆみとは・・・ 
昭和
しょうわ

27年(1952年)4月9日、大池
おおいけ

小学校
しょうがっこう

の校舎
こうしゃ

を

借
か

りて五中の第1回入学式
にゅうがくしき

が行
おこな

われ、克明
こくめい

・ 蛍
ほたるが

池
いけ

両
りょう

小学校
しょうがっこう

から383名の第
だい

１期
き

生
せい

が入学、1学期
がっき

は服部
はっとり

の豊中四中
とよなかよんちゅう

南側
みなみがわ

にあった香
こう

梅
ばい

高等
こうとう

女学校
じょがっこう

の仮校舎
かりこうしゃ

で

授業
じゅぎょう

が行われました。7月に現在
げんざい

の地
ち

に当時
とうじ

の文部省
もんぶしょう

指定
してい

のモデル設計
せっけい

による鉄筋
てっきん

コンクリートの校舎
こうしゃ

が完成
かんせい

し、9月20日に第
だい

1期
き

工
こう

事
じ

の落成式
らくせいしき

が

行なわれたことから、この日が創立
そうりつ

記念
きねん

日
び

に制定
せいてい

されました。 

 しかし、終戦後間
しゅうせんごま

もない時期
じ き

で、教材
きょうざい

や校
こう

具
ぐ

は不足
ふそく

し、運動場
うんどうじょう

も体育
たいいく

の授業
じゅぎょう

ができるよう

な状態
じょうたい

ではなかったため、生徒
せいと

・教 職 員
きょうしょくいん

・ＰＴＡが一丸
いちがん

となって校舎
こうしゃ

や運動場
うんどうじょう

を整備
せいび

し、

みんなの力
ちから

と情熱
じょうねつ

で学校づくりに励
はげ

んだそうです。 

「我々
われわれ

の希望
きぼう

は、一日
ついたち

も早
はや

くよい学校にすることでした。その

苦労
くろう

の甲斐
か い

があって、第１回の体育
たいいく

大会
たいかい

もこの運動場で立派
りっぱ

に行う

ことができました。」と１期生が振
ふ

り返
かえ

っておられます。 

 それから6８年、先輩方
せんぱいがた

や保護者
ほ ご し ゃ

、地域
ちいき

の方々
かたがた

が力
ちから

を合
あ

わせ

今日
こんにち

の五中を築
きず

いてこられたことに、心
こころ

から敬
けい

意
い

と感
かん

謝
しゃ

の気持
き も

ち

を表
あらわ

したいと思
おも

います。１９５２年の開校
かいこう

以来
いらい

、五中の卒業生
そつぎょうせい

総数
そうすう

は現在
げんざい

２０，１９５名
めい

を数
かぞ

えています。 

 

＜1期生
きせい

有志
ゆうし

の対談
たいだん

「五中の思い出」（創立50周年記念誌「ひまわり」より） 

○夏休みに引越
ひっこ

しして、２学期から今の場所にできた鉄筋
てっきん

コンクリートの新校舎
しんこうしゃ

に入
はい

ったときは

うれしかったね！ 

○さすがモデルスクール、屋上
おくじょう

のガラス張
ば

りの展望
てんぼう

台
だい

はすばらしかったわ！ 

○望遠鏡
ぼうえんきょう

も手
て

作
づく

りしたよ。展望台から天文
てんもん

    

 観測
かんそく

で初
はじ

めて見た土星
どせい

の環
わ

には感動
かんどう

した 

○けど、運動場
うんどうじょう

は畑
はたけ

の畦
あぜ

が残
のこ

ってて、 

 全員
ぜんいん

での整地
せいち

や列
れつ

を作
つく

っての石
いし

拾
ひろ

いだっ 

 たね 

○終戦後
しゅうせんご

あまり経
た

ってなく、物
もの

も食
た

べ物
もの

も 

 不
ふ

足
そく

してた時代
じだい

だったけど、規律
きりつ

と思
おも

い 

 やり、助
たす

け合
あ

いの大
たい

切
せつ

さを先生方
せんせいがた

から教
おし

 

えてもらったように思
おも

う 
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★五中校歌の制定は1972年、 
創立20周年のときでした・・・ 

 みなさんがよく知っている五中の「ひまわりの校
こう

章
しょう

」は創立
そうりつ

当初
とうしょ

から

ありました。図案
ずあん

作成
さくせい

の中心
ちゅうしん

となったのは、初代
しょだい

校長
こうちょう

の田
た

淵
ぶち

捨
すて

夫
お

先
せん

生
せい

でした。「ひまわりは光
ひかり

に向
む

かって伸
の

びる生
せい

命
めい

。五中生も、明
あか

るく健
けん

康
こう

に希望
きぼう

をもって理想
りそう

に向
む

かってまい進
しん

してほしい。苦
く

難
なん

の多
おお

い人
じん

生
せい

にお

いて、常
つね

に勇
ゆう

気
き

をもって光明
こうみょう

を求
もと

めて生
い

き抜
ぬ

いてほしい。」との願
ねが

いが込
こ

められています。 

 しかし、なぜ五中には20年間
ねんかん

校歌
こうか

がなかったのか？それは、創立
そうりつ

当初
とうしょ

から「五中の校歌は五中の関係者
かんけいしゃ

の手
て

で」と言
い

われ続
つづ

けてきて、誰
だれ

かに

頼
たの

んでつくってもらった歌より、稚拙
ちせつ

ではあっても五中を本
ほん

当
とう

に知
し

る者
もの

の

心
こころ

から生
う

み出
だ

されたものこそ、『校歌
こうか

』の名
な

にふさわしいものだ。だか

ら、それまで待
ま

とうということになっていたからです。 

 創立
そうりつ

15周年
しゅうねん

のときにその動
うご

きはあったものの実現
じつげん

せず、創立
そうりつ

20

周年
しゅうねん

を迎
むか

えるにあたり、何
なん

としても制定
せいてい

したいものだという機運
きうん

が高
たか

ま

り、国語科
こ く ご か

の先生方
せんせいがた

が作詞
さくし

に着手
ちゃくしゅ

しました。ひとまず４編
へん

の歌詞
か し

を作成
さくせい

し、全職員
ぜんしょくいん

投票
とうひょう

で１

編
ぺん

に絞
しぼ

り、その後
ご

さらに手
て

を加
くわ

えて今
いま

の歌詞
か し

を決定
けってい

しました。 

 その歌詞はすぐに音楽科
おんがくか

に回
まわ

され３種
しゅ

の曲
きょく

を作成
さくせい

し、全校
ぜんこう

放送
ほうそう

によるアンケートの結果
けっか

、

多数
たすう

の生徒
せいと

・職員
しょくいん

の支持
し じ

を得
え

て、とうとう待
ま

ちに待
ま

った五中校歌が、当時
とうじ

の豊中
とよなか

市民
しみん

会館
かいかん

で行
おこな

われた２０周年
しゅうねん

記念
きねん

行事
ぎょうじ

「校歌
こうか

制定
せいてい

発表会
はっぴょうかい

」で披露
ひろう

されたのです。 

 校歌
こうか

の歌詞
か し

に込
こ

められた想
おも

い

は、まず一番
いちばん

で、学問
がくもん

の場
ば

である

学校において、真理
しんり

の探究
たんきゅう

に

情熱
じょうねつ

を燃
も

やす若人
わこうど

の姿
すがた

を描
えが

き、

二番
にばん

で、校
こう

章
しょう

のひまわりに

象 徴
しょうちょう

されるように、みんながと

もに手
て

を取
と

り合
あ

い、人
ひと

の命
いのち

を尊重
そんちょう

しつつ、明
あか

るく伸
の

びていくようにという願
ねが

いを込
こ

め、最後
さいご

に

三番
さんばん

で、それが単
たん

に個人的
こじんてき

なものにとどまらず、人類
じんるい

すべての幸福
こうふく

を願
ねが

うものであってほしい

し、それでこそ、五中
ごちゅう

の歴史
れきし

がより光彩
こうさい

を放
はな

つことになるのだというものです。 

 五中の校歌は、当時
とうじ

の関係者
かんけいしゃ

一人
ひとり

ひとりがその制定
せいてい

の過程
かてい

に関与
かんよ

しており、その意味
い み

で「みん

なで誇
ほこ

り高
たか

く歌
うた

い続
つづ

けていける校歌
こうか

」だと思
おも

います。どうか、今後
こんご

、機会
きかい

あるごとに校歌を

力強
ちからづよ

く歌い、五中に学
まな

ぶことの喜
よろこ

びをかみしめてほしいものだと思います。 

（参考
さんこう

資料
しりょう

： 

創立
そうりつ

３０周 年
しゅうねん

記念誌
き ね ん し

「あゆみ」、

創立
そうりつ

５０周 年
しゅうねん

記念誌
き ね ん し

「ひまわ

り」、生徒
せいと

会誌
かいし

「松ヶ枝
ま つ が え

」19号、

五
ご

中
ちゅう

緑
りょく

豊
ほう

会
かい

「き

ずな」37号より） 

 


